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第
四
十
二
回

神
奈
川
県
造

園
業
協
会
通
常
総
会
が
五
月

二
十
四
日
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ

ン
に
於
い
て
出
席
者
百
四
十
三

名
委
任
状
二
百
三
十
名
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
胡
副
会
長
の
司
会
で
始
ま

り
髙
橋
副
会
長
の
開
会
の
言

葉
、
続
い
て
小
山
会
長
挨
拶
の

後
に
、
第
四
十
回
会
長
表
彰
が

行
わ
れ
、
技
能
功
労
者
十
一
名

を
代
表
し
て
㈲
神
之
園
神
之
薗

文
男
様
、
優
秀
技
能
者
二
十
名

を
代
表
し
て
㈱
湘
南
グ
リ
ー
ン

サ
ー
ビ
ス
小
桧
山
秀
司
様
、
青

年
優
秀
技
能
者
六
名
を
代
表
し

て
㈱
日
産
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

（一社）神奈川県造園業協会
第 4 2 回   通 常 総 会 開 催

サ
ー
ビ
ス
石
原
尚
美
様
に
記
念

品
、
賞
状
が
小
山
会
長
よ
り
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
益
々
の
ご
活
躍

を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

続
い
て
、
定
款
第
一
七
条
二

の
規
定
に
よ
り
小
山
会
長
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、
第
一
号
議
案

平
成
二
十
七
年
度
収
支
決
算
報

告
及
び
監
査
報
告
が
一
括
審
議

さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
い
で
、
報
告
事
項
と
し
て

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
、

次
に
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施

報
告
書
が
報
告
さ
れ
、
次
に
平

成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
に
つ
い
て
一
括
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
甘
利
副
会
長
の
閉

会
の
言
葉
で
通
常
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
み
ど
り
を
創
り
、

育
て
る
」
集
い
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

小
山
会
長
挨
拶

　

本
日
は
大
変
ご
多
用
の
中
、

多
数
の
会
員
の
皆
様
に
ご
臨
席

賜
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
協
会
の
事

業
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支

援
ご
指
導
を
賜
り
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
も
会
長
を
任
命
さ
れ
ま
し

て
、丁
度
一
年
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
一
年
の
間
に
、
皆
様
方
の

ご
指
導
ご
尽
力
を
頂
き
無
事
に

過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
改

め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
神
奈
川
県
造
園
業
協

会
は
、
緑
の
専
門
業
者
と
し
て

協
会
の
使
命
で
あ
る
、
造
園
及

び
緑
化
事
業
の
健
全
な
発
展
と

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
ご
指

導
を
賜
り
、
都
市
環
境
の
整
備

や
都
市
緑
化
を
積
極
的
に
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
度
の
目
標
と
し
ま
し
て

は
、
会
員
の
増
強
、
後
継
者
の

育
成
、
青
年
部
を
通
じ
て
の
造

園
人
の
養
成
、
女
性
の
働
き
や

す
い
環
境
創
り
、
庭
園
部
会
で

は
技
術
の
継
承
ま
た
技
能
検
定

の
実
施
、
公
園
緑
地
部
会
で
は

校
庭
芝
生
化
の
推
進
と
各
委
員

会
の
活
性
化
を
図
り
、
造
園
業

　

神
奈
川
県
造
園
業
協
同
組
合

通
常
総
会
が
五
月
二
十
四
日
、

ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

蛭
田
議
長
の
も
と
、
第
一
号

議
案
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報

告
及
び
会
務
報
告
、
第
二
号
議

案
平
成
二
十
七
年
度
収
支
決
算

報
告
が
一
括
審
議
さ
れ
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
、
続
い
て
、
第

三
号
議
案
平
成
二
十
八
年
度
事

業
計
画
（
案
）
及
び
第
四
号
議

案
平
成
二
十
八
年
度
予
算（
案
）

が
一
括
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
い
で
報
告
事
項
横
浜
傷
害

火
災
㈱
代
表
取
締
役
小
倉
均
の

保
険
料
不
正
流
用
対
応
状
況
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
古
川
理
事
の
閉
会
挨

拶
で
総
会
は
終
了
し
、そ
の
後
、

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
和
や
か
な

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

甘
利
理
事
長
挨
拶

　

組
合
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り

組
合
の
事
業

運
営
に
対
し

ま
し
て
、
格

別
の
ご
支
援

ご
指
導
を
賜

り
、
こ
の
場

を
お
借
り
し

て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、

協
会
の
運
営

に
多
大
な
る

ご
尽
力
を

賜
っ
て
お
り

ま
す
こ
と
を

心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
グ

ル
ー
プ
共
済

制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和

六
十
一
年
四
月
に
制
度
が
発
足

し
、
順
調
に
推
移
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
平
成
十
一
年
六
月
創

設
し
ま
し
た
労
災
上
乗
せ
等
の

総
合
補
償
制
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
に
横

浜
傷
害
火
災
㈱
代
表
取
締
役
小

倉
均
に
よ
る
保
険
料
流
用
が
発

覚
し
、
皆
様
方
に
多
大
な
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
保
険
料
支
払
い
等
組
合
の

保
険
業
務
に
つ
き
ま
し
て
、
皆

様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
円
滑

に
運
営
さ
れ
て
お
り
、
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
共
済
制
度
並
び
に
総

合
補
償
制
度
の
充
実
と
組
合
発

展
の
た
め
に
、
全
力
を
あ
げ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
一
層
の
お
力
添

え
と
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

界
で
働
く
人
々

が
、
明
る
い
未

来
と
希
望
が
持

て
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
今

後
と
も
皆
様
方

の
一
層
の
ご
支

援
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

神
奈
川
県
造
園
業
協
同
組
合

 

平
成
二
十
八
年 

通
常
総
会
開
催

甘利理事長挨拶

小山会長挨拶

優秀技能者　小桧山秀司氏

技能功労者　神之薗文男氏

青年優秀技能者　石原尚美氏
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五
月
二
十
四
日
第
四
十
回
通

常
総
会
が
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ

ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
部
総
務
副
委
員
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
田
澤
副
支
部
長
の

開
会
の
言
葉
、
山
田
支
部
長
挨

拶
の
後
、
支
部
規
定
に
よ
り
山

田
支
部
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
第
一
号
議
案
平
成
二
十
七

年
度
会
務
報
告
及
び
事
業
報

告
、
第
二
号
議
案
平
成
二
十
七

年
度
収
支
決
算
報
告
及
び
監
査

報
告
が
一
括
審
議
さ
れ
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
第
三
号
議
案
役
員
の

選
任
が
行
わ
れ
、
支
部
規
定

に
よ
り
役
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、報
告
事
項
と
し
て
、

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
、

平
成
二
十
八
年
度
収
支
予
算
が

報
告
さ
れ
、
髙
橋
副
支
部
長
の

閉
会
挨
拶
で
通
常
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

山
田
支
部
長
挨
拶

　

本
日
も
大
勢
の
会
員
の
皆
様

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
の
熊
本
大

地
震
で
は
、
熊
本
・
大
分
の
日

造
協
会
員
の
多
く
の
方
が
被
災

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
会
員
に
向

け
て
の
義
援
金
募
集
で
は
、
皆

様
の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
土
交
通
省
関
東
地

方
整
備
局
と
日
造
協
関
東
甲
信

総
支
部
に
お
き
ま
し
て
、
平
成

二
十
八
年
四
月
二
十
六
日
付
け

で
防
災
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
支
部
の
連
絡
体
制

や
緊
急
連
絡
会
員
名
簿
の
作
成

等
作
業
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
か
げ
さ
ま
で
平
成

二
十
七
年
度
現
在
で
、
街
路
樹

剪
定
士
１
０
１
６
名
の
支
部

有
資
格
者
が
出
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
国
総
支
部
合
計

１
２
５
１
６
名
で
す
の
で
、

全
国
最
多
の
有
資
格
者
を
抱

え
る
支
部
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
力
を
２
０
１
９
年

の
ラ
ク
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
、
景
観
の
向
上

と
我
々
の
技
術
を
是
非
活
か

し
て
欲
し
い
と
、
行
政
機
関

に
働
き
か
け
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
神
奈
川
県

支
部
設
立
40
周
年
の
節
目
と

な
り
ま
す
。
昭
和
五
十
一
年

七
月
十
六
日
に
日
造
協
神
奈

川
県
支
部
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に

　
　

日
本
造
園
建
設
業
協
会
神

奈
川
県
支
部
主
催
の
「
第
九
回

か
な
が
わ
街
路
樹
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
表
彰
式
が
五
月

二
十
四
日
、
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー

デ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
九
回
目
を
数
え
、

二
四
六
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
藤
井
英
二
郎
千
葉
大
学
教

授
、
大
河
原
雅
彦
元
神
奈
川
新

聞
写
真
部
長
、
山
田
支
部
長
の

審
査
員
に
よ
り
最
優
秀
賞
・
優

秀
賞
各
一
点
、
入
選
五
点
、
佳

作
十
点
、
特
別
賞
と
し
て
神
奈

川
県
知
事
賞
、
神
奈
川
県
議
会

議
長
賞
、
十
九
作
品
が
選
定
さ

れ
、
表
彰
式
で
は
、
大
河
原
審

査
委
員
よ
り
各
賞
の
講
評
が

述
べ
ら
れ
、
続
い
て
表
彰
式

に
移
り
、
山
田
支
部
長
よ
り
、

「
Ｓ
字
の
さ
く
ら
路
」
最
優
秀

賞
を
恒
川
富
子

氏
、「
花
弁
の
雨

道
」
優
秀
賞
を

川
上
勝
正
氏
に
、

続
き
各
賞
に
賞

状
と
賞
金
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

恒
川
氏
の
作
品

は
、「
日
ご
ろ
見

慣
れ
て
い
る
風
景
な
の
だ
ろ
う

か
。
さ
く
ら
の
並
木
道
と
知
っ

て
、
時
期
と
撮
影
ポ
イ
ン
ト
を

十
分
に
考
え
て
撮
影
さ
れ
た
の

が
作
品
か
ら
う
か
が
え
る
。
と

り
わ
け
撮
影
位
置
だ
。
Ｓ
字
の

道
路
が
見
え
る
場
所
の
選
択
が

こ
の
作
品
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
。
満
開
の
時
期
を
待
っ

た
の
だ
ろ
う
。
高
層
住
宅
や
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
周
囲
の
風
景

も
取
り
入
れ
て
い
る
。
夜
間
、

同
位
置
か
ら
長
時
間
露
光
で
撮

影
し
た
ら
、
ど
ん
な
風
景
に
な

る
の
か
想
像
し
た
く
な
る
。」

と
選
評
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
横
浜
並
び
に
相
武

国
道
事
務
所
、
神
奈
川
県
・
横

浜
市
・
川
崎
市
・
神
奈
川
新
聞

社
、
テ
レ
ビ
神
奈
川
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
横
浜
放
送
局
の
後
援
を
得

て
「
第
十
回
か
な
が
わ
街
路
樹

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
多

数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

「
第
九
回
か
な
が
わ
街
路
樹

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」 

表
彰
式
開
催

お
き
ま
し
て
、

平
成
四
年
第
九

回
都
市
緑
化

フ
ェ
ア
が
神
奈

川
県
立
相
模
原

公
園
で
開
催
さ

れ
て
か
ら
、
約

二
十
四
年
ぶ
り

に
、
第
三
十
三

回
全
国
都
市
緑

化
よ
こ
は
ま

フ
ェ
ア
が
平
成

二
十
九
年
三
月

二
十
五
日
か
ら

六
月
四
日
ま
で

開
催
さ
れ
、「
港

ガ
ー
デ
ン
」
に

当
支
部
と
し
て

も
出
展
の
申
込

を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
程

神
奈
川
新
聞
社

の
大
河
原
さ
ん

か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
の
街
路
樹
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
も
第
10
回
目
を
迎

え
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
40
周

年
の
記
念
す
べ
き
事
が
重
な
っ

て
き
ま
す
の
で
、
来
年
度
に
お

き
ま
し
て
、
支
部
の
「
40
周
年

の
歩
み
」
を
作
成
し
て
、
一
つ

の
区
切
り
の
年
と
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
し

て
、
ぜ
ひ
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
賜
り
、
立
派
に
支
部
40
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
役
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
支
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（　）一社

一
社 

日
本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈
川
県
支
部

   
第
四
十
回
通
常
総
会
開
催

（　）

山田支部長挨拶

大河原審査委員より各賞の講評

最優秀賞を受賞した恒川富子氏最優秀賞「S字のさくら路」

一般社団法人　日本造園建設業協会
神奈川県支部　役員

役 職 名 氏　　名 会 社 名

支 部 長 山田　康博 ㈱サカタのタネ

副支部長 髙橋　更一 小島造園㈱

〃 田口　正典 ㈱田口園芸

常任幹事 内田　卓弘 ㈱内田造園

〃 土志田　淳 横浜庭苑㈱

〃 矢部　　均 ㈱三橋緑化興業

幹　　事 岡部　一郎 ㈱東開造園土木

〃 田口　英明 田口園芸㈱

〃 田澤　重幸 ㈱田澤園

〃 冨田　　改 ㈱湘南グリーンサービス

〃 藤巻　慎司 藤造園建設㈱

〃 増田　一志 アライグリーン㈱

〃 山田　義朝 ㈱村瀬造園

監　　事 木村　義広 ㈱木村植物園

〃 野村　直樹 奈良造園土木㈱
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年
度
事
業
報
告
、
次
に
第
二
号

議
案
平
成
二
十
七
年
度
決
算
報

告
及
び
監
査
報
告
が
審
議
さ

れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
報
告
事
項
平
成

二
十
八
年
度
事
業
計
画
、
次
に

平
成
二
十
八
年
度
収
支
予
算
に

つ
い
て
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
で
本
日
予
定
さ
れ
た
議

事
の
審
議
及
び
報
告
事
項
が
終

了
し
、
総
会
は
滞
り
な
く
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開

か
れ
、
皆
様
、
親
睦
を
深
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
労
災
事
故
が
多

発
し
て
お
り
ま
す
。
無
事
故
で

安
心
な
職
場
で
あ
り
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

ま
り
長
谷
川
副
会
長
が
開
会
の

言
葉
を
述
べ
、
岸
会
長
挨
拶
に

続
き
神
奈
川
県
造
園
業
協
会
小

山
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
続

い
て
、
会
則
第
十
五
条
三
に
よ

り
、
岸
会
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
第
一
号
議
案
平
成
二
十
七

「
か
な
が
わ
の
み
ど
り
を
創
り
、
育
て
る
」
集
い
開
催

　

第
四
十
二
回
神
奈
川
県
造
園

業
協
会
通
常
総
会
・
第
四
十
回

日
本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈
川

県
支
部
通
常
総
会
終
了
後
、「
か

な
が
わ
の
み
ど
り
を
創
り
、
育

て
る
」
集
い
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
神
奈
川
県

造
園
業
協
会
小
山
会
長
よ
り
挨

拶
、
続
い
て
役
員
改
選
に
よ
り

支
部
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
日

本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈
川
県

支
部
の
山
田
支
部
長
よ
り
挨
拶

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
ご
臨
席
い
た
だ

い
た
神
奈
川
県
副
知
事
浅
羽
義

里
様
よ
り
、
行
政
に
対
す
る

色
々
な
支
援
を
頂
い
て
い
る
こ

と
へ
の
お
礼
と
感
謝
の
意
が
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
横
浜
で
は
緑

化
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、

二
〇
一
九
年
に
は
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
決
勝
戦
が

横
浜
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
二
〇
二
〇
年
に
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
あ

り
、
神
奈
川
県

で
は
セ
ー
リ
ン

グ
競
技
が
江
の

島
で
開
催
さ
れ

る
事
で
、
多
く

の
方
々
が
こ
の

都
市
に
訪
れ
る

わ
け
で
す
。

　

里
山
の
緑
や

街
路
樹
の
緑
を

守
っ
て
頂
け
る

の
は
造
園
業
の

方
々
の
お
力
であ

り
ま
す
。
都

市
の
緑
は
こ
こ

数
年
の
間
に
目

に
見
え
て
良
く

な
っ
て
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

昨
年
八
月
に

は
、
千
葉
大
学

の
藤
井
先
生
を

お
招
き
し
て

「
街
路
樹
」
の

御
講
義
を
頂
き

大
変
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
都

市
に
訪
れ
る
方
々
を
お
迎
え
す

る
の
は
街
路
樹
で
あ
り
、
里
山

で
あ
り
都
市
の
緑
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
も
県
土
整
備

局
・
農
政
局
を
担
当
さ
せ
て
頂

き
ま
す
が
、
色
々
な
部
分
で

「
緑
」
の
行
政
に
対
す
る
ご
支

援
ご
指
導
を
賜
る
事
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
私
共
も
し
っ
か
り

頑
張
っ
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い

申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

次
い
で
嶋
村
た
だ
し
議
員
よ

り
神
奈
川
県
議
会
自
民
党
み
ど

り
の
会
出
席
者
の
紹
介
後
、
み

ど
り
の
会
を
代
表
し
て
持
田
文

男
会
長
よ
り
、
先
程
の
浅
羽
副

知
事
の
挨
拶
の
と
お
り
、
し
っ

か
り
と
交
通
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

と
基
盤
整
備
の
充
実
を
図
れ
る

よ
う
努
力
を
頂
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

議
会
か
ら
は
、
森
議
長
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

森
議
長
も
校
庭
芝
生
化
と
言

う
事
で
情
熱
を
傾
け
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
事
を
考
え

る
と
皆
様
方
の
技
術
や
技
量
と

言
う
も
の
を
し
っ
か
り
と
、
ま

た
、
県
民
の
為
に
駆
使
し
て
頂

け
る
場
面
が
出
て
く
る
よ
う
、

我
々
も
携
え
な
が
ら
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
が
な
に
よ
り
も
国
と
の
連
携

が
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

七
月
十
日

参
議
院
選
挙

が
ご
ざ
い
ま

す
が
、私
共
、

神
奈
川
県
選

挙
区
か
ら
三

原
議
員
を
推

薦
し
て
お
り

ま
す
が
、
大

変
厳
し
い
選

挙
と
な
り
ま

す
。
皆
様
の

お
力
添
え
を

お
願
い
申
し

上
げ
て
、
私

か
ら
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま

す
。

　

次
い
で
県

幹
部
職
員
、

関
係
団
体
の

来
賓
紹
介
に

続
き
、
池
守

典
行
公
益
財

団
法
人
神
奈

川
県
公
園
協

会
理
事
長
の

乾
杯
の
発
声

で
和
や
か
な

懇
談
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
造
園
業
協
会

労
働
保
険
事
務
組
合
総
会
が
六

月
二
十
日
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ

ン
に
於
い
て
出
席
者
十
四
名
委

任
状
三
十
三
通
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

中
島
事
務
局
長
の
司
会
で
始

浅羽神奈川県副知事

持田神奈川県議会自民党みどりの会会長挨拶

神奈川県議会自民党みどりの会の先生方

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
造
園
業
協
会

労
働
保
険
事
務
組
合
総
会
開
催

岸会長挨拶
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造
園
関
係
事
業
所
が
共
通
認
識

を
共
有
し
、
円
滑
な
病
害
虫
防

除
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

重
要
な
講
習
会
で
、
講
習
会

終
了
後
出
席

者
に
は
「
修

了
証
」
が
手

渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
２
回

目
は
平
成

二
十
九
年
二

月
二
日
神
奈

川
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー

に
於
い
て
実

施
す
る
計
画

で
現
在
受
講

希
望
者
を
募

集
し
て
い
ま

す
。
申
込
希
望

者
は
協
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
は
神
造
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

　

協
会
と
神
奈
川
県
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
病
害
虫
防
除
部
・
神

奈
川
県
植
木
連
合
会
と
共
催
で

平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
病
害

虫
防
除
関
係
者
講
習
会
が
七

月
八
日
「
神
奈
川
県
民
セ
ン

タ
ー
」
に
於
い
て
実
施
さ
れ
総

●会員名簿の変更●
（平成28年度名簿）

　

神
奈
川
県
造
園
業
協
会
と
日

本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈
川
県

支
部
共
同
で
、
六
月
十
日
に
自

由
民
主
党
神
奈
川
県
支
部
連
合

会
・
自
由
民
主
党
神
奈
川
県
議

会
議
員
団
へ
次
の
四
項
目
に
つ

い
て
要
望
し
た
。

　

要
望
事
項
と
し
て
、①
景
気
・

環
境
対
策
と
し
て
、
計
画
的
な

社
会
資
本
の
整
備
保
全
や
既
存

都
市
公
園
の
再
整
備
、
緑
地
の

保
全
、
緑
化
の
積
極
的
な
推
進

を
実
現
す
る
た
め
緑
化
関
連
公

共
事
業
予
算
の
確
保
・
増
加
と

受
注
機
会
の
確
保
②
公
園
・
緑

地
及
び
道
路
、
河
川
、
港
湾
、

住
宅
施
設
な
ど
の
う
ち
造
園
に

関
わ
る
整
備
及
び
維
持
工
事
は

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
分
離
し

指
定
建
設
業
種
で
あ
る
造
園
専

門
事
業
者
に
発
注
を
、
ま
た
、

造
園
技
能
士
等
各
種
資
格
所
有

者
の
技
術
力
の
評
価
と
有
効
活

用
③
一
般
社
団
法
人
日
本
造
園

建
設
業
協
会
認
定
の
街
路
樹
剪

定
士
の
積
極
的
活
用
と
街
路
樹

剪
定
士
を
下
請
け
で
は
な
く
元

請
け
の
条
件
と
し
て
仕
様
書
の

明
記
④
校
庭
及
び
園
庭
の
芝
生

化
の
推
進
並
び
に
グ
ラ
ン
ド
基

盤
の
整
備
を
図
る
た
め
の
助
成

措
置
と
芝
生
化
工
事
及
び
維
持

管
理
工
事
の
造
園
専
門
業
者
へ

の
発
注
に
つ
い
て
、
造
園
業
界

の
大
変
厳
し
い
現
状
を
ふ
ま
え

て
要
望
事
項
の
実
現
に
向
け
て

強
く
申
し
入
れ
た
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
校
庭
・

園
庭
芝
生
化
事
業
で
は
、
専
門

事
業
者
へ
の
発
注
件
数
は
ど
の

位
か
、
芝
生
の
養
生
期
間
は
校

庭
が
使
用
出
来
な
い
か
、
子
供

達
が
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
を

や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
造
園
業

協
会
で
出
来
れ
ば
提
案
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
街
路
樹
剪
定
士
で
は

毎
年
毎
年
地
道
に
ご
要
望
を
頂

く
の
は
大
事
な
事
で
必
要
な
事

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
要
望
頂
き
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
等
で
訪
れ
る
外
国
の

人
々
に
、
日
本
の
道
路
・
街
路

樹
は
綺
麗
だ
と
い
う
良
い
印
象

を
持
っ
て
も
ら
え
る
様
、
造
園

業
界
と
連
携
し
て
一
緒
に
行
動

し
て
い
き
た
い
と
の
論
議
が
な

さ
れ
た
。

勢
一
一
五
名
（
造
園
業
関
係

四
六
名
県
・
市
町
村
・
植
木
連
・

そ
の
他
団
体
六
九
名
）が
参
加
、

二
時
間
半
に
亘
り
「
農
薬
の
安

全
・
適
正
な
使
用
と
保
管
に
つ

い
て
」「
農
薬
に
関
す
る
住
民

等
苦
情
の
実
態
と
対
策
及
び
防

除
関
係
新
情

報
に
つ
い
て
」

の
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習

会
は
農
薬
散

布
時
の
人
に

対
す
る
健
康

や
周
辺
住
民
・

環
境
へ
の
安

全
性
確
保
の

大
切
さ
に
つ

い
て
発
注
す

る
側
の
行
政

と
受
注
す
る

要望書の提出

病害虫防除講習会

病
害
虫
防
除
講
習
会
開
催

 「
み
ど
り
行
政
に
関
す
る
要
望
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
四
項
目
～
提
出

事
務
局
情
報

（
月
間
行
事
一
覧
）
●
諸
会
議
そ
の
他
●

新入会員
○緑・西支部
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FAX番号　0465-80-1401

代表者変更
○港北支部

㈱田丸園（会員名簿P.25）
代表者　金子竜二→横溝規子

○旭支部
㈱丸孝造園土木（会員名簿P.33）
代表者　峯宇孝→峯宇哲也

○戸塚支部
石井農園（会員名簿P.38）
代表者　石井重治→石井新次

○金沢磯子支部
横浜緑地㈱（会員名簿P.40）
代表者　浦野修→樋熊浩明

○横浜南支部
㈱誠和緑化（会員名簿P.43）
代表者　石田誠→石田力也

住所変更
○湘南西支部

㈲奥津造園（会員名簿P.56）
〒250-0055　小田原市久野959番地1

○賛助会員
㈱ドリームワールド（会員名簿P.68）
〒221-0052　横浜市神奈川区榮町1-1
　　　　　　  KDX横浜ビル5階

代表者・TEL変更
○賛助会員

やまびこ東部㈱（会員名簿P.67）
代表者　樋口和彦→千田義則
TEL番号　0428-32-1094

FAX変更
○瀬谷支部

柏木造園（会員名簿P.36）
FAX番号　045-302-1155

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
大変申し訳ございません。
名簿の訂正をお願い申し上げます。

電話番号の訂正
○旭支部（会員名簿P.34）

㈱グリーンプランニング
TEL番号　045-74-6877 → 045-744-6877

郵便番号の訂正
○横浜中央支部（会員名簿P.42）

〒236-0023 → 〒233-0002

月　日 概　　要
9/1（木） 総務・厚生委員会　16：00 ～
9/6（火） 情報委員会　15：00 ～
9/8（木） 公園緑地部会　16：00 ～

9/26（月） 労働安全衛生講習会　13：00 ～（波止場会館）

9/27（火） 副知事・県土整備局長・環境農政局長
Ｈ29予算要望ヒアリング

9/29（木） 第2回刈払機取扱安全衛生講習会　15：00 ～
10/5（水） みどりの会議員との親睦ゴルフ

10/14（金） Ｈ28関東甲信造園建設業協議会（in埼玉）
10/15（土） 技能士コース開校式　9：00 ～
10/19（水） 自民党みどりの会との現地視察研修

10/20・21（木・金） 出先土木事務所Ｈ29予算要望ヒアリング
10/22（土） 第2回技能士コース　9：00 ～
10/23（日） 第37回よこはま技能まつり
10/29（土） 第3回技能士コース　9：00 ～
11/7（月）「かながわのみどりを創り、育てる」講演会・集い

11/22（火） 神造協第16回親睦ゴルフ大会  磯子カンツリークラブ

病害虫防除講習会　会長挨拶
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必
要
性
を
理
解
し
て
、
よ
く

や
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
メ
ン
バ
ー
で
時
々
、
足

を
運
び
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
よ

う
な
体
制
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
園
庭
芝
生
化
に
よ
っ

て
、
た
く
さ
ん
の
子
供
達
が
芝

生
に
触
れ
て
く
れ
る
こ
と
が
大

切
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ほ
ん
の
小
さ
な
物
作
り
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
過
程
を
知
る

こ
と
で
大
切
さ
が
分
か
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

年
5
月
25
日
に
は
園
児
及
び
理

事
長
先
生
、
園
長
、
保
育
士
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
で
ポ
ッ
ト
苗
作
り
を
行
い

ま
し
た
。
7
月
18
日
に
は
バ
ー

ク
堆
肥
、
ピ
ー
ト
モ
ス
を
撹
拌

し
て
地
拵
え
を
行
い
ま
し
た
。

7
月
19
日
に
は
園
児
達
と
作
っ

た
ポ
ッ
ト
苗
に
２
０
０
０
ポ
ッ

ト
を
足
し
、
約
３
０
０
０
ポ
ッ

ト
の
テ
ィ
フ
ト
ン
芝
の
苗
を
園

児
及
び
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
植

え
付
け
を
行
い
芝
生
化
工
事
は

完
了
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
状
況
は
、
芝
刈
り
や

灌
水
な
ど
メ
ン
バ
ー
が
指
導
し

て
園
の
方
で
も
、
維
持
管
理
の

出
来
た
こ
と
を
は
じ
め
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

藤
沢
市
に
あ
る
亀
井
野
保
育

園
は
園
児
数
１
２
０
名
の
保
育

園
で
、
今
回
、
園
庭
に
テ
ィ
フ

ト
ン
芝
を
植
え
付
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
11
月

21
日
に
土
壌
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
良
質
な
赤
黒
土
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
平
成
28

「
亀
井
野
保
育
園 

　  

園
庭
芝
生
化
工
事
」

　

今
回
、
公
園
緑
地
部
会　

校

庭
芝
生
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
多
く

の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

亀
井
野
保
育
園
園
庭
芝
生
化
工

事
を
現
場
中
心
の
立
場
で
施
工

　

公
園
緑
地
部
会
・
教
育
研
修

委
員
会
共
催
の
刈
払
機
取
扱
講

習
会
が
Ｉ
Ｈ
Ｉ
技
術
教
習
所
神

奈
川
セ
ン
タ
ー
に
て
、
四
月

十
一
日
に
四
十
名
の
参
加
を
得

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

樋
熊
公
園
緑
地
部
会
副
部
会

長
の
挨
拶
後
、
講
習
会
が
は
じ

ま
り
、
一
日
集
中
し
た
講
習
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

造
園
作
業
の
中

で
頻
度
の
高
い
刈

払
機
、
受
講
者
の

皆
様
は
熱
心
に
受

講
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
講
習
会
終
了

後
に
修
了
書
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

有
資
格
者
で
の

作
業
が
当
然
の
現

在
、
一
人
で
も
多

く
の
ラ
イ
セ
ン
ス

ホ
ル
ダ
ー
が
誕
生
し
、
各
企
業

が
安
全
な
仕
事
が
出
来
る
こ
と

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
講
習
会
で
は

定
員
四
十
名
に
対
し
ま
し
て
多

く
の
申
込
が
あ
っ
た
為
、
第
二

回
刈
払
機
取
扱
教
育
講
習
会
を

九
月
二
十
九
日
に
実
施
い
た
し

ま
す
。

「 公 園 緑 地 部 会 活 動 報 告 」

刈
払
機
取
扱
教
育
講
習
会
を
開
催

技
術
委
員
会
副
委
員
長
　
　
　

北
村
　
善
輝

樋熊公園緑地部会副部会長挨拶

講習会受講の様子

講習会受講の様子

2016年7月18日にバーク堆肥、ピートモスを撹拌し
て地拵えをおこないました。

2016年7月19日に園児達と作ったポット苗に2000
ポットを足し、約3000ポットのティフトン芝の苗を
園児及び関係者のみなさんと植付をおこないました。

現在の状況は芝刈や灌水などメンバーが指導して園のほうでよくやってもらってます。今後もメン
バーで時々、足を運びアドバイスできるようにしていきます。

2016年7月19日植付後の状況

2016年8月20日の状況

着工前

完了

藤沢市にある亀井野保育園園児120名の園庭にティフトン芝を植え付けることになりました。

校庭・園庭芝生化プロジェクトチーム
　

公
園
緑
地
部
会
で
は
校
庭
芝

生
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

発
足
さ
せ
、
園
庭
・
校
庭
の
芝

生
化
普
及
に
努
め
る
一
方
、
メ

ン
バ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
為
に
諸
々
の
研
修
や
実
践
活

動
を
し
て
お
り
ま
す
。今
回
は
、

藤
沢
市
に
あ
る
亀
井
野
保
育
園

の
園
庭
芝
生
化
工
事
に
つ
い
て

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

校
庭
芝
生
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活
動
に
つ
い
て

校
庭
芝
生
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
　
　

吉
川
　
　
誠

平
川
　
陽
一

2016年5月25日に園児及び理事長先生、園長、保育士、
プロジェクトメンバーでポット苗作りをおこないました。

2016年6月14日
約3週間後の状況

2015年11月21日に土壌状態を調べたところ
良質な赤黒土であることが分かりました。
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し
た
。
協
会
の
一
大
事
業

で
あ
る
実
技
講
習
会
、
技

能
検
定
実
技
試
験
、
学
科

講
習
会
も
無
事
終
了
し
、

関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力

と
ご
苦
労
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
実
技
講
習
会

　

七
月
十
六
日
か
ら
十
九
日
迄

の
四
日
間
横
浜
農
協
き
た
地
区

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
級
五
十
六
名
、
二
級

四
十
九
名
が
受
講
し
、
十
名
の

指
導
員
の
熱
心
な
指
導
を
受
け

大
汗
を
か
き
な
が
ら
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
判
断
（
要
素
）
模
擬

試
験
で
は
試
験
結
果
に
一
喜
一

憂
し
、
要
素
の
解
説
に
真
剣
に

耳
と
目
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
更
に
追
加
補
修

講
習
会
を
七
月
二
十
三
日
と

二
十
四
日
の
二
日
間
開
催
し
、

技能検定１級課題モデル

技能検定３級課題モデル

技能検定２級実技講習会

技
能
検
定
委
員
・
補
佐
員
の
皆
様

学
科
講
習
会

　
平
成
二
十
八
年
度

　
造
園
技
能
士
実
技
講
習
会
・
技
能
検
定
実
技
試
験
・
学
科
講
習
会
開
催

二
十
三
日
に
は
、
一
級
十
名
・

二
級
七
名
、
二
十
四
日
に
は
、

一
級
二
十
名
・
二
級
十
名
が
受

講
さ
れ
ま
し
た
。

　

熱
中
症
対
策
と
し
て
途
中
10

分
の
休
憩
を
二
回
と
り
、ま
た
、

受
講
者
に
塩
あ
め
を
配
布
し
ま

し
た
。

　
実
技
検
定
試
験

　

七
月
三
十
日
か
ら
八
月
一
日

迄
の
三
日
間
実
技
検
定
試
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
検
定
受
験
者
は
、
一

級
八
十
一
名
、二
級
百
二
十
名
、

三
級
六
十
八
名
計
二
百
六
十
九

名
で
検
定
員
・
補
佐
員
の
見
守

技能検定２級実技講習会

技
能
検
定
１
級
実
技
試
験

技
能
検
定
２
級
実
技
試
験

技能検定会場設営

技能検定２級課題モデル

技能検定１級実技講習会技能検定１級実技講習会

る
中
、
こ
れ
ま
で
の
研
鑽
と
日

頃
培
っ
た
技
を
発
揮
す
べ
く
、

一
心
不
乱
に
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
一
時
的
な
豪
雨
及
び

雷
に
よ
る
作
業
の
中
断
は
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
他
は
曇
り
が

ち
の
天
気
が
多
く
、
熱
中
症
の

心
配
が
な
か
っ
た
事
が
幸
い
で

　

八
月
九
日
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
に
於
い
て
一
・
二
級
造
園
技

能
士
学
科
講
習
会
を
教
育
研
修
委
員
四
人
の
講
師
に
よ
り
午
前
・

午
後
に
わ
た
り
教
本
造
園
施
工
必
携
と
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
を
基
に
熱

心
に
講
義
が
行
わ
れ
一
級
二
十
一
名
、
二
級
二
十
八
名
計
四
十
九

名
の
受
講
生
が
真
剣
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

一
・
二
級
造
園
技
能
士
　
学
科
講
習
会
を
開
催

技
能
検
定
３
級
実
技
試
験
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④女性の雇用状況について

①②を合わせて全体の約 割は「現在女性を雇用している」若しくは「将来的に女性の雇

用を検討している状況にある」として女性の雇用に積極的である一方、女性が活躍するにあ

たっては様々な問題・課題があるという意見もあります。

現在の女性の雇用状況(単位：社)
117社

④女性の雇用状況について

①②を合わせて全体の約 割は「現在女性を雇用している」若しくは「将来的に女性の雇

用を検討している状況にある」として女性の雇用に積極的である一方、女性が活躍するにあ

たっては様々な問題・課題があるという意見もあります。

現在の女性の雇用状況(単位：社)
117社

意
見
は
少
な
く
、
女
性
が
現
場

で
活
躍
す
る
こ
と
に
対
す
る
理

解
も
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

本
ア
ン
ケ
ー
ト
で
得
ら
れ
た

結
果
と
前
号
の
座
談
会
の
意
見

を
合
わ
せ
て
み
る
と
「
雇
用
す

る
側
」
と
「
働
く
女
性
側
」
に

考
え
方
に
違
い
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。「
女
性
だ
か

ら
と
特
別
扱
い
を
し
て
ほ
し
く

な
い
。」
と
い
う
働
き
手
の
思

い
が
あ
る
一
方
、「
女
性
の
た

め
の
環
境
整
備
が
必
要
な
の
で

雇
用
に
も
踏
み
切
れ
な
い
」
と

い
う
雇
用
主
の
考
え
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消

す
る
こ
と
が
よ
り
女
性
が
活
躍

で
き
る
造
園
業
界
を
構
築
す
る

カ
ギ
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
体
力
が
必
要
で
女
性

が
担
当
で
き
る
仕
事
が

限
ら
れ
る
」
と
い
う
意

見
が
最
も
多
く
、
男
性

で
も
体
力
が
必
要
な
現

場
で
女
性
が
働
く
こ
と

に
難
し
さ
を
感
じ
て
い

る
企
業
が
多
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。「
託
児
先

が
な
い
」「
職
場
環
境
整

備
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
」

「
休
業
期
間
中
の
代
替
要

員
の
確
保
が
難
し
い
」

と
い
っ
た
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
の
整
備
に
か
け

る
コ
ス
ト
や
時
間
に
躊

躇
す
る
こ
と
も
あ
る
よ

う
で
す
。
一
方
、「
顧
客

や
取
引
先
か
ら
理
解
が

得
ら
れ
な
い
」
と
い
う

を
雇
用
し
て
い
る
企
業
の
割
合

は
、
回
答
の
あ
っ
た
１
１
７
社

中
33
社
で
該
当
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
全
体
の
28
％
と
い
う
結
果

で
し
た
。

現
在
の
女
性
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て

　

全
体
の
約
9
割
は
「
現
在
女

性
を
雇
用
し
て
い
る
」
若
し
く

は
「
将
来
的
に
女
性
の
雇
用
を

検
討
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
」

と
し
て
女
性
の
雇
用
に
積
極
的

で
あ
る
一
方
、
女
性
が
活
躍
す

る
に
あ
た
っ
て
は
様
々
な
問

題
・
課
題
が
あ
る
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
す
。

女
性
の
就
業
職
種
別

　

次
に
、
職
種
別
に
み
る
と
、

以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

女
性
は
「
管
理
職
・
経
営
事

務
・
経
理
」
の
職
種
に
従
事
す

る
割
合
が
圧
倒
的
に
高
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
男
女
含
め
た

総
就
業
者
で
は
25
％
の
と
こ

ろ
、
女
性
就
業
者
だ
け
で
み
る

と
68
％
を
「
管
理
職
・
経
営
事

務
・
経
理
」
が
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
「
管
理
職
・
経
営
事
務
・

経
理
」を
除
く
、「
現
場
技
能
士
」

「
現
場
普
通
作
業
員
」「
現
場
技

術
管
理
士
」
の
い
ず
れ
か
と
し

て
現
場
の
業
務
に
携
わ
る
女
性

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
指
定
管
理

業
務
を
受
託
し
て
い
る
会
員
も

目
立
っ
て
い
ま
す
（
17
％
）。

■
調
査
結
果

女
性
の
就
業
者
数

　

回
答
の
あ
っ
た
１
１
７
社
の

就
業
者
総
数
１
４
４
０
人
の
う

ち
、
女
性
は
２
７
１
人
。
総
数

の
18
％
が
女
性
就
業
者
で
し

た
。
女
性
就
業
者
の
う
ち
65
％

が
社
員
、
30
％
が
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
め
、
女
性
の
就
業
状
況
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。
調
査
方

法
は
協
会
員
５
７
０
社
（
平
成

28
年
6
月
15
日
現
在
）
に
対
し

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
回
収
し
ま
し
た
。
調
査
期

間
は
平
成
28
年
6
月
15
日
～
7

月
29
日
、
１
１
７
社
（
20
％
）

か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

回
答
属
性
は
、
そ
の
多
く
が

公
園
緑
地
（
88
％
）
や
庭
園

（
66
％
）
を
業
務
対
象
と
し
、

内
容
も
造
園
工
事
、外
構
工
事
、

土
木
工
事
、
植
栽
管
理
、
森
林

緑
地
管
理
、
樹
木
生
産
販
売
等

を
業
務
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら

一
般
的
な
造
園
業
の
業
務
内
容

　

本
年
度
、
神
奈
川
県
造
園
業

協
会
で
は
女
性
が
よ
り
活
躍
で

き
る
造
園
業
界
を
目
指
し
て

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
第

２
５
５
号
会
報
に
お
い
て
は

「
女
性
が
よ
り
活
躍
で
き
る
造

園
業
界
の
た
め
に
は
」
と
題
し

て
現
場
で
働
く
生
の
声
を
聞
く

座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
の
現
場
で
女
性
を

見
か
け
る
こ
と
は
少
な
く
、
協

会
員
内
で
ど
れ
ぐ
ら
い
女
性
が

働
い
て
い
る
か
は
把
握
で
き
て

い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
女
性
の
造
園
業
界
へ

の
入
職
や
就
労
継
続
の
た
め
の

環
境
整
備
の
基
礎
資
料
と
す
る

現在の女性の雇用状況 （単位：社）
　117社

就業者数 男女全体 （単位：人）
　117社・計1440人

女性が活躍する上での問題、課題 （複数回答可）
89

10

18

就業者数《うち女性》 （単位：人）
　計271人

女性は「管理職・経営事務・経理」の職種に従事する割合が圧倒的に高いことがわかります。

男女含めた総就業者では のところ、女性就業者だけでみると を「管理職・経営事務・

経理」が占めています。また「管理職・経営事務・経理」を除く、「現場技能士」「現場普通

作業員」「現場技術管理士」のいずれかとして現場の業務に携わる女性を雇用している企業

の割合は、回答のあった 社中 社で該当があったことから全体の という結果でし

た。

就業者数男女全体（単位：人）
117社・計1440人

就業者数《うち女性》（単位：人）
計271人

26

35

24

186

女性は「管理職・経営事務・経理」の職種に従事する割合が圧倒的に高いことがわかります。

男女含めた総就業者では のところ、女性就業者だけでみると を「管理職・経営事務・

経理」が占めています。また「管理職・経営事務・経理」を除く、「現場技能士」「現場普通

作業員」「現場技術管理士」のいずれかとして現場の業務に携わる女性を雇用している企業

の割合は、回答のあった 社中 社で該当があったことから全体の という結果でし

た。

就業者数男女全体（単位：人）
117社・計1440人

就業者数《うち女性》（単位：人）
計271人

489

366 222

363

「体力が必要で女性が担当できる仕事が限られる」という意見が最も多く、男性でも体力が必要

な現場で女性が働くことに難しさを感じている企業が多いことがわかります。「託児先がない」「職場

環境整備整備にコストがかかる」「休業期間中の代替要因の確保が難しい」といったソフト・ハード

両面の整備にかけるコストや時間に躊躇することもあるようです。一方、「顧客や取引先から理解が

得られない」という意見は少なく、女性が現場で活躍することに対する理解も進んでいるようです。

本アンケートで得られた結果と前号の座談会の意見を合わせてみると「雇用する側」と「働く女性

側」に考え方に違いがあるように感じられます。「女性だからと特別扱いをしてほしくない。」という働

き手の思いがある一方、「女性のための環境整備が必要なので雇用にも踏み切れない」という雇用

主の考えもあります。このミスマッチを解消することがより女性が活躍できる造園業界を構築するカ

ギになると思われます。

0 10 20 30 40 50 60 70 80

①体力が必要で女性が担当できる仕事が限られる

②女性は離職率が高いイメージがある

③時間外労働、残業をさせにくいイメージがある

④女性が働くにあたり託児先がない

⑤女性のための職場環境整備（トイレなど）にコスト

がかかる

⑥男性社員、管理職、経営者自身等の理解が不足

している

⑦顧客や取引先から理解が得られない

⑧家庭と両立する女性のフォローアップ体制（人員

体制）を組む余裕がない

⑨女性の休業期間中の代替要員の確保が難しい

⑩女性の活躍支援制度利用の対象外となる人が負

担感を感じる

⑪活躍支援により人事管理が複雑になる

⑫ｾｸｼｬﾙﾊﾗｽﾒﾝﾄへの対応が難しそうというイメージ

がある

⑬問題、課題について考えたことがない

女性が活躍する上での問題、課題（複数回答可）

9

27

39

4

5

28

11

32

31

11

12

29

74

⑬問題、課題について考えたことがない

②女性は離職率が高いイメージがある

③時間外労働、残業をさせにくいイメージがある

①体力が必要で女性が担当できる仕事が限られる

④女性が働くにあたり託児先がない

⑤女性のための職場環境整備（トイレなど）に
コストがかかる

⑨女性の休業期間中の代替要員の確保が難しい

⑦顧客や取引先から理解が得られない

⑥男性社員、管理職、経営者自身等の
理解が不足している

⑧家庭と両立する女性のフォローアップ体制
（人員体制）を組む余裕がない

⑫セクシャルハラスメントへの対応が難しそう
というイメージがある

⑩女性の活躍支援制度利用の対象外となる人が
負担感を感じる

⑪活躍支援により人事管理が複雑になる

  
女
性
が
よ
り
活
躍
で
き
る
造
園
業
界
を
目
指
し
て
（
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）

総
務
・
厚
生
委
員
長
　
青
木
　
　
治
　

情
報
委
員
長
　
　
　
　
犬
山
　
清
史
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鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
に
あ
た
り
講
師

及
び
会
場
の
提
供
を
し
て
い
た

だ
い
た
木
下
社
長
に
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

で
行
い
、
17
時
に
研
修
会
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
は「
反
省
会
」

と
言
う
名
目
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

が
行
わ
れ
、
美
味
し
い
肉
に
舌

品
は
お
客
様
に
も
提
案
し
や
す

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
後
は
時
間
ま
で
応
用
編

と
し
ま
し
て
自
然
石
風
パ
タ
ー

ン
や
鏝
塗
パ
タ
ー
ン
等
を
各
自

が
上
が
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
物

で
し
た
。

　

最
後
に
シ
ー
ラ
ー
を
塗
っ
て

完
成
と
な
り
ま
す
が
、
短
時
間

で
こ
れ
程
劇
的
に
変
化
す
る
商

　

平
成
28
年
7
月
30
日
、
戸
塚

支
部
で
は
研
修
会
と
し
ま
し
て

「
マ
ル
チ
フ
ロ
ー
工
法
」
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　

マ
ル
チ
フ
ロ
ー
は
既
存
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
土
間
を
新
築
時
よ

り
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
機
能
的

な
床
に
す
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
施
工
法
で
す
。

　

ス
テ
ン
シ
ル
と
呼
ば
れ
る
型

紙
や
目
地
テ
ー
プ
等
を
使
っ
て

レ
ン
ガ
や
石
目
の
模
様
を
2
～

3
㎜
で
仕
上
げ
る
方
法
で
既
存

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
に
も
応

用
で
き
、
既
存
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
撤
去
す

る
こ
と
な
く
、
そ
の
上
に
仕
上

げ
る
事
が
出
来
る
の
で
、
解
体

や
打
ち
直
し
が
不
要
で
付
加
価

値
の
高
い
仕
上
り
が
期
待
出
来

ま
す
。

　

耐
久
性
も
高
く
、
景
観
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ノ
ン
ス
リ
ッ

プ
効
果
を
併
せ
持
っ
た
工
法

で
す
。

　

当
日
は
雨
続
き
の
中
の
晴
れ

日
で
し
た
の
で
、
や
む
な
く
参

加
出
来
な
い
方
も
多
く
、
15
名

で
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
横
山
支
部
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
講
師
で
あ
り
研
修

会
場
を
提
供
し
て
頂
き
ま
し
た

㈲
木
下
庭
園
管
理　

木
下
社
長

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

戸
塚
支
部
研
修
会

マ
ル
チ
フ
ロ
ー
工
法
体
験

戸
塚
支
部
情
報
委
員

㈱
信
栄  

七
澤
　
久
信

よ
り
概
略
及
び
注
意
事
項
の
説

明
が
あ
り
、
研
修
に
入
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
商
品
の
特
徴
や
施
工
手

順
を
学
び
、
実
際
に
木
下
庭
園

管
理
の
敷
地
内
土
間
を
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
施
工
し
て

み
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
作
業
で
型
紙
や

目
地
テ
ー
プ
を
貼
る
の
に

少
々
苦
労
し
ま
し
た
が
、
し

ば
ら
く
作
業
す
る
と
慣
れ
て

素
早
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

次
に
、
専
用
塗
料
及
び
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
で
吹
付
、
塗

料
が
乾
く
ま
で
休
憩
と
な
り

ま
し
た
。

　

休
憩
中
は
特
別
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
㈱
グ
ロ
ー

ベ
ン
に
よ
り
、
新
し
い
池
の

提
案
「
ポ
ン
ド
テ
ッ
ク
キ
ッ

ト
」
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ

き
、
興
味
深
い
内
容
に
皆
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

30
分
程
の
休
憩
の
後
、
最
初

に
貼
り
付
け
た
型
紙
や
目
地

テ
ー
プ
を
剥
し
ま
す
。

　

剥
し
て
い
く
と
土
間
に
パ

タ
ー
ン
の
付
い
た
状
態
に
歓
声

プライマー塗布→下地ベース塗り

下地ベースコテ塗り後

ステンシル敷設→ハーデナー吹付け

目地剥しの快感に歓声

上塗りシーラー塗布→完成

資材の紹介

作品全景

半日で仕上げた作品の傍らで反省会


